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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２３年１０月分） 

２０２３年１１月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●国政連立与党による会合（１６日、２６日） 

 １６日、東サラエボにおいて国政連立与党に

よる第五回会合が実施され、ＢＨ裁判所法改

正案及び資金洗浄防止法改正案の採択等に

ついての協議が行われ、今後の協議継続の

重要性が指摘されたが、特段の合意は行わ

れなかった。 

 その後、２６日にサラエボの閣僚評議会庁舎

において引き続き第六回の連立与党会合が

実施されたが、ＢＨ裁判所法等を筆頭に各陣

営の意見が分かれ、合意には至らず、同日に

閣議において行われる予定であった裁判所法

等の重要法案に係る審議も実施されなかった。 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●サラエボ・カントン首相の辞任及びカントン

政府の解散（２６日） 

 ２６日、ウク・サラエボ・カントン首相の辞任

がカントン議会において承認され、同時にカン

トン政府も解散した。本件は、カントン議会に

おいて、ＢＨのための党（ＳＢｉＨ）所属議員が

離党したことによる党勢の変化を受けたもの

であり、再度指名されるカントン新政府は、閣

僚の交代を伴いつつ、再びウク首相を首班と

するものとなる見込み。 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ドディックＲＳ大統領に対する裁判の開始

（１６日） 

 ＢＨ検察によるドディックＲＳ大統領及びルキ

ッチＲＳ官報事務所長官への起訴を受け、１０

月１６日にサラエボのＢＨ裁判所において第

一回の審理が行われ、ドディックＲＳ大統領が

出席した。審理後、ドディックＲＳ大統領は、Ｂ

Ｈの司法機関は外国にコントロールされ、ムス

リムによる反セルビア系的な、ＢＨ憲法に反す

る動きを取っており、裏で一部西側諸国が政

治的な影響を及ぼしているとしつつ、改めてシ

ュミット上級代表の正当性を否定し、米国を批

判した。 

●ドディックＲＳ大統領の家族に対する米国の

制裁（２０日） 

 ２０日、米国財務省は、ドディックＲＳ大統領

の長男及び長女に対する資産凍結等の制裁

を発表した。両名及び両名の経営する関連企

業がドディックＲＳ大統領の汚職に関与し、同

人に対する支援の中心的役割を担っているこ

とが主な理由。 

 これを受け、ＲＳではドディックＲＳ大統領に

対する支持を訴える署名が実施され、コシャラ

ツＢＨ副首相兼通商・経済関係大臣（セルビア

系）等も署名を行った。 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●コムシッチ大統領評議会議長の欧州政治

共同体サミット出席（５日～７日） 

 ５日～７日、コムシッチＢＨ大統領評議会議

長は、グラナダで実施された欧州政治共同体

サミットに出席し、ロシアによるウクライナ侵略

を批判したほか、現代における感染症、ヘイト

スピーチ、難民、テロ等の問題に言及。さらに、

帰国後ＢＨ公共放送のインタビューに応じ、ク

ロアチアの影響によりシュミット上級代表もク

ロアチア系を利するような決定をしているとし

て、同上級代表及びクロアチアを批判した。 

●クリシュト閣僚評議会議長のベルリン・プロ

セス首脳会合出席（１６日） 

 １６日、クリシュト閣僚評議会議長はティラナ

で実施されたベルリン・プロセス首脳会合に出

席した。会合では、西バルカン地域における
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看護師・獣医師・薬剤師・助産師資格の相互

認証に係る合意への署名が実施された。会合

において、クリシュト議長は、ＢＨのＥＵ加盟交

渉の早期開始の重要性を強調し、脱炭素化

等の取り組みに向けた諸外国の支援及び投

資の必要性につき訴えた。 

（２）二国間関係 

●セルビア系高官のロシア訪問（１１日～１３

日） 

 １１日～１３日、コシャラツＢＨ副首相兼通

商・経済関係大臣及びビシュコビッチＲＳ首相

がロシアを訪問し、第６回エネルギーウィーク

関連行事に出席した。 

 諸会合においては、ロシアとＢＨを接続する

イースト・コネクション・ガスパイプラインの重

要性が強調され、西側諸国による対ロシア制

裁が批判された。 

 ビシュコビッチＲＳ首相と露国営企業との会

合においては、ＢＨにおける圧縮天然ガス（Ｃ

ＮＧ）の生産拡大、ガスによる発電所の建設等

の事業計画についての意見が交わされた。 

●プレンコビッチ・クロアチア首相のＢＨ訪問

（１９日） 

 １９日、プレンコビッチ・クロアチア首相がＢＨ

を訪問し、クリシュトＢＨ閣僚評議会議長と会

談を実施した。同首相は会談において、ＢＨの

早期ＥＵ加盟の実現を希望する旨強調しつつ、

移民問題に関する両国警察の協力強化を求

めた。また、クロアチアのＢＨ国境付近に位置

する放射性廃棄物保管施設「トルゴブスカ・ゴ

ラ」の運用開始を、スロベニアとの合意により

２０２８年以降に遅らせると決定した旨明らか

にした。 

 

 

 

（３）日・ＢＨ関係 

●令和３年度草の根無償資金協力事業

「ペラギチェボ準診療所救急車及び医療

機材整備計画」引渡式（１８日） 

 １８日、杵渕駐ＢＨ日本国大使は、令和３

年度草の根無償資金協力事業「ペラギチ

ェボ準診療所救急車及び医療機材整備計

画」引渡式に出席した。 

 引渡式では、テシッチ・ペラギチェボ市長

より、今般供与された救急車が市の医療

向上に役立つとの感謝が表明された。ま

た、式典に於いて、今回の支援を記念し、

日本・ペラギチェボの友好の証として桜の

植樹が行われた。 

 

 

（写真：式典の様子） 
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３．経済 

（１）経済指標（出典：ＢＨ統計局） 

●産業生産指数 

 ２０２３年９月の産業生産指数は、季節調整

後数値で前月比０．７％のプラス。また、前年

同月比１３．３％のマイナス。 

●雇用／失業率 

 ２０２３年８月の失業者登録数は３５万３１６

人（うち女性２０万５，６３４人）で、前月比での

変化なし。前年同月比で２．８％マイナス。 

●平均給与 

 ２０２３年８月の平均給与（手取り）は１，２８０

ＫＭで、前年同月比で１１．８％のプラス。 

●消費者物価数 

 ２０２３年９月の消費者物価指数は前月比で

０．６％のプラス。また、前年同月比で平均４．

１％の上昇。食料品・ノンアルコール飲料の価

格は前月比で変化なし。 

●貿易収支 

 ２０２３年１月～９月のＢＨからの輸出総額は

１２６．５５億ＫＭ（前年同期比６．４％減）、ＢＨ

への輸入総額は２０７．６７億ＫＭ（前年同期

比１．９％減）。貿易収支は８１．１２億ＫＭの

赤字。 

（２）経済政策・公共事業 

●西バルカン・デジタル・サミットの開催（５日

～６日） 

 ５日～６日、ベルリン・プロセスの枠組みにお

いて、西バルカン・デジタル・サミットがサラエ

ボで開催され、西バルカン及びＥＵ各国より５

００名以上が出席した。ＢＨからはクリシュト閣

僚評議会議長およびフォルト運輸・通信大臣

が参加し、デジタル化に向けた各国との地域

協力、学校等の各機関におけるデジタル化の

重要性等を強調した。 

 

（３）経済協力 

●ＢＨ中銀総裁等のＩＭＦ会合参加（１５日） 

 ソフティッチＢＨ中銀総裁、ボシュニャクＢＨ

民生大臣及びフォルトＢＨ通信・運輸大臣は、

モロッコ・マラケシュで開催されたＩＭＦ年次会

合に参加。ＩＭＦ及び世銀関係者等との会談を

複数実施した。会合において、ソフティッチ総

裁は単一ユーロ決済圏等に言及しつつ、ＥＵ

基準への制度の調和の重要性を強調した。Ｉ

ＭＦ及び世銀側からは、ＢＨの改革を強く支持

するとの姿勢が示された。 

（４）民間セクター 

●鉱物の採掘に対する欧州評議会の懸念表

明（１７日） 

 欧州評議会の野生動物と自然生息地の保

護に関するベルン条約事務局は、ＢＨ中部（Ｂ

Ｈ連邦・ゼニツァ・ドボイ・カントン）バレシュに

おける Adriatic Metals社による鉱物採掘活動

について、大気及び土壌の汚染、野生動物へ

の悪影響に関する重大な懸念を表明し、ＢＨ

当局からの適切なレスポンスがない旨指摘し

た。ＢＨ当局は、２０２４年のベルン条約事務

局会合までに報告書を提出するよう求められ

ている。なお、ＢＨはベルン条約の署名国。 

 

 

 


